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東北大学附属図書館における震災関連資料の

はじめに

　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災後には，
主な被災県である岩手，宮城，福島の 3県の県立図書
館，大学図書館などで，震災関連資料の収集を開始し
た。このたびの震災の記録を後世に伝え，教訓とする
とともに，現在を生きる人にとって今後の生活や，教育・

研究のあり方を考える上でよりどころとなる情報を収
集し，提供することが目的である。
　本稿では，平成 24年度までの東北大学附属図書館（以
下，「本図書館」という）における震災関連資料の収集，
公開の取り組みについて報告する。

1．収集資料と収集の方法

（1）収集資料の種類
　通常，図書館で主に取り扱う資料の形態は，図書と
雑誌である。また，当館は大学図書館であることから，
通常，学習や研究に用いるための資料が収集の中心と
なっている。しかし，震災関連の研究は学際的であり，
震災を多様な視点で捉える必要があるため，一般に市
販されている学術書だけでは十分に研究を進めること
ができない。そこで当面の間，東日本大震災の関連資
料については，通常は選定されないような資料を含め，
予算の範囲内でできるだけ広く資料を収集するように
している。また，高等学校の文集といった，市販され
ない資料についても，可能な範囲で収集を行っている。
　さらに，チラシやパンフレットといった形態の資料
も収集している。阪神・淡路大震災時に震災関連資料
の収集を始めた神戸大学附属図書館の稲葉氏（当時）
は，「図書だけでは今回の震災の全貌はつかめないので
はないか，あらゆる資料を網羅的に集めなければ，研
究にも防災計画の策定にも役に立たないのではないか」1

と著書で述べている。今回の震災でも，電子媒体を含
め多様な媒体の資料が生まれているが，資料の形態に
よらず，「重要な」資料は収集する必要があると考えて
いるためである。

（2）資料寄贈の依頼
　市販されない資料の中にも，震災をテーマとして研

究や学習を進める上で欠かすことのできないものが多
数存在している。学内については，平成 23年 7月に，
学内各部局の庶務担当を通じ「東日本大震災関係資料・
出版物の寄贈について」という依頼を行った。
　また，平成 24年の 6月からは，国内の学協会に対し，
震災関連資料の寄贈をお願いしている。筑波大学附属
図書館に協力を依頼し，機関リポジトリの公開ポリシー
を検索するためのデータベースである「学協会著作権
ポリシーデータベース（SCPJ）」に登録されている学協
会の連絡先をご提供頂いた。頂いたリストを元にホー
ムページを確認するなどして連絡先を特定し，メール
に依頼文書を添付する形で，国内の約 270学会に寄贈
のお願いを申し出たところ，約 70の学協会から各種資
料のご寄贈を頂いた。学会誌，協会誌が多いが，その
他にもシンポジウムのチラシ，予稿集，提言書などが
寄せられた。震災に関連のある資料の提供を，資料を
特定せずに呼びかけており，こちらでは探すことので
きない資料を収集できる貴重な機会となっている。関
連資料を多数刊行している場合，どの資料を寄贈する
か戸惑う場合もあると考えられ，必ずしもお返事を頂
けない場合もある。先方の負担にならないよう，引き
続き，状況を見据えながら呼びかけを行いたい。
　この他，新聞等で刊行の情報を入手した団体の刊行
物（学校の文集，NPO団体の報告書など）については，
資料を特定し，個別にご寄贈をお願いしている。依頼
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した資料については残部がない場合を除き，ほぼ確実
に入手できている。
　その他，街中で配布されているチラシ・パンフレッ
ト類の収集や，市販されない関連資料のピックアップ
など，日常業務としてではなく，職員各自の熱意によ
り実施している部分もある。

（3）「震災記録を図書館に」キャンペーン
　今回のような被災範囲の広い災害では，単一の図書館
では十分な資料を集めることはできず，図書館間での
協力が不可欠であると考えた。また，図書館だけでなく，
広く一般の方にも，図書館における震災関連資料の収
集・公開の活動を認知して頂き，協力を求めることで，
より充実した資料の収集が可能になると判断した。
　そこで，「震災記録を図書館に」と題したキャンペー
ンを行い，資料収集の呼びかけと，図書館における資
料の保存，公開の活動をアピールすることとした。当
初は岩手県立図書館，宮城県図書館，福島県立図書館，
仙台市民図書館，岩手大学情報メディアセンター図書
館，福島大学附属図書館，神戸大学附属図書館と本図
書館の 8館が呼びかけ団体となり，みちのく震録伝，
saveMLAK，国立国会図書館，図書館振興財団，日本図
書館協会，日本古書籍商協会，図書館総合展運営委員
会に賛同・協力団体となって頂き，広報活動をスター
トした（現在はさらに情報知識学会，防災科学技術研
究所自然災害情報室に賛同・協力団体としてご協力を
頂いている）。
　具体的な広報活動として，博物館（M），図書館（L），
文書館（A），公民館（K）の被災情報の発信や，救援
の活動を行っている saveMLAKの岡本氏と，アルファ

デザインのご協力により，キャンペーン周知のための
ポスターを制作した。平成 24年の 3月に，全国の自治
体，公共図書館，国立大学図書館，東北地区大学図書
館協議会の加盟館等に，約 5,000枚のポスターの掲示を
依頼した。このポスターは，図書館総合展などのイベ
ントでチラシとして配布しているほか，「情報の科学と
技術」，「図書館雑誌」等に掲載して頂くなど，広報手
段として活用している。なお，このポスターの印刷経
費には，震災時に頂いた義援金を充てている。
　キャンペーンの詳細は，平成 24年 3月 2日に開設し
たウェブサイト「震災記録を図書館に」2で紹介している。
参加各館のホームページへリンクし，資料の収集内容
や，公開の取り組み状況を知ることができるようになっ
ている。数は多くないが，キャンペーンのウェブサイ
トを見て，資料の寄贈をして頂くこともある。
 

（4）みちのく震録伝の活動
　平成 23年 9月 12日には，東北大学防災科学研究拠
点から，東北大学における東日本大震災アーカイブプ
ロジェクト「みちのく震録伝」3の本格始動がプレスリ
リースされた。「みちのく震録伝」は，学術的な観点か
ら震災のあらゆる記憶，記録，事例，知見を収集し，「デ
ジタルアーカイブ」を作成する取組みである。附属図
書館は，「みちのく震録伝」の賛同・協力機関となって
おり，協力しながらアーカイブ活動を進めている。
　震災関連資料の中には紙媒体で残されているものも
多数あり，これらの中には，著作権の関係などで，必ず
しも電子化して公開できないものも含まれている。例え
ば，「みちのく震録伝」で実施している「みちのく・い
まをつたえ隊」の活動では，沿岸被災地でインタビュー
や写真撮影といった記録の作成作業を実施しているが，
その際，現地で配布されているチラシやパンフレット
類の収集をあわせて行っている。
　図書館ではこれまでに，「みちのく・いまをつたえ隊」
で収集したチラシやパンフレット等の資料，約 800点
も入手した。これらの資料については，後に述べるよ
うに電子的な公開に向けた作業を行っている。資料の
原本は，今後整理作業を行う予定である。

（5）市販資料の購入
　市販されている図書・雑誌等については，本図書館
情報管理課の専門員を中心とし，本館内の収書委員会
及びワーキンググループで選定，購入を行っている。「震災記録を図書館に」キャンペーンポスター
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2．資料の公開について

（1）震災ライブラリー
　平成 24年 3月 12日に，附属図書館本館メインホー
ルに震災関連資料を集めた「震災ライブラリー」を設
置した。ラーニングコモンズ設置等に伴う館内工事の
ため，平成 24年 8月から利用不可であったが，平成 24

年 12月より再開している。当初は図書 600冊程度での
公開であったが，平成 25年 3月現在で，図書約 1,500冊，
雑誌約 400冊を提供している。
　公開資料は館内利用のみとなっているが，利用者か
らは貸出の希望が寄せられている。震災ライブラリー
の資料は，日常的に役立てるとともに，後世に引き継
ぐことも目的としており，資料の紛失を避けるために，
貸出は行っていないことを理解していただいている。
また，資料の性質上，研究者や学生だけでなく，一般
の方にも需要がある。稲葉氏の著書にも述べられてい
るように，日本各地から来られた利用者の方が，いつ
でも必要な資料を手にとることができるようにしてお
くことも，貸出をしない理由として挙げられる。
　市販図書は必要に応じて複数部購入した上，貸出が
可能なように学生閲覧室や書庫にも配架している。寄
贈図書についても部数に余裕がある資料については同
様の措置を行い，利用の便宜を図っている。

（2）インターネットでの公開
　附属図書館は，総務省が平成 24年度に実施している

「東日本大震災アーカイブ構築・運用実証調査事業」
の宮城プロジェクトに参加している。この事業では，
電子的に震災関連資料を保存・公開することを主な目
的としている。附属図書館では，チラシやパンフレッ
トといった非売品の資料について，著作権者に対し資
料の電子化と，インターネットでの公開の許諾を求め
る作業を平成 24年 10月より行った。
　約 1,500点の資料に関して許諾を依頼し，約 1,000点
については，研究機関を対象とした限定公開という場合
も含め，インターネットでの公開に許可を頂いた。特に，
チラシやパンフレットといった公開を前提とした資料
だけに，許諾を得られた割合が高かったと考えている。
　また，過去の三陸地域の津波災害の記録として，本
図書館が所蔵する，貞観 11（869）年に発生した貞観地
震の記述がある「三代実録」や明治 29（1896）年の明
治三陸地震に伴う大津波の記録である「宮城県海嘯誌」
なども，この機会にあわせて電子化を行った。
　電子化が完了した資料については，平成 24年 3月 18

日に図書館のデータベース「震災ライブラリーオンラ
イン版」4で公開を開始した。許諾を頂いたデータは，「み
ちのく震録伝」でもあわせて公開する。「みちのく震録
伝」の登録データは，平成 25年 3月に正式公開された
国立国会図書館の震災アーカイブ横断検索システム「ひ
なぎく」でも検索可能となっている。

3．連携協力・広報活動

（1）情報交換会の開催
　平成 24年 1月 11日に，仙台国際センターで「東日
本大震災アーカイブの最前線と国境・世代を超えた挑
戦」と題した国際シンポジウムが開催された。ここ
では，東北大学のほか，国立国会図書館，総務省，
Yahoo! Japan，河北新報など，官民学が入り交じり，東
日本大震災の記録をどのように残していくか議論が交
わされた。この機会にあわせて，震災アーカイブの取

先ほども述べたように，通常に比べ，広く選定範囲を
設定し収集を行っている。ただし，震災関連資料の購

入に特化した予算があるわけではなく，網羅的な収集
はできていないのが現状である。

組みに関心のある図書館関係者によるワークショップ
を翌日に開催した。
　ここで，震災記録のアーカイブ活動に関する情報交
換会を，国会図書館，大学図書館，公共図書館といっ
た館種を超えて今後も継続して行うことが決まり，そ
の後も平成 24年 3月 2日，8月 30日，平成 25年 2月
27日に情報交換会を開催している。下記の項目につい
て事前に各館から情報提供をして頂き，当日はそれを
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資料の利用を促進するための取組みも次第に始まって
きている。平成 24年 3月にせんだいメディアテークで
開催されたとしょかん・メディアテークフェスティバ
ルでは，「震災記録を図書館に」のチラシの配布や，各
館で作成したパネルの掲示など，この情報交換会のネッ
トワークを活かした展示を実施することができた。
　毎回の情報交換会で議題として挙げられていた各館
の所蔵資料の横断検索についても，国立国会図書館の
横断検索システム「ひなぎく」5が一つの解決策となっ
ており，国立国会図書館へのデータ提供について，担
当者と顔を会わせて相談ができる場ともなっている。
　一方，阪神・淡路大震災のアーカイブ活動の実績が
ある神戸地区の図書館からも学ぶ機会を頂いている。
平成 24年 2月 21日～ 22日に，神戸大学の主催により「被
災地図書館との震災資料の収集・公開に係る情報交換
会」が開催された。本学図書館のほか，宮城県図書館，
岩手県立図書館など東北地区の図書館担当者と，神戸
大学附属図書館，兵庫県立図書館等の神戸地区の図書
館担当者が参加し，情報交換を行った。お互いの活動
状況の報告のほか，神戸大学附属図書館震災文庫や人
と防災未来センターなどで実際に公開されている資料
の見学を行うなど，貴重な機会であった。平成 25年 3

月 8日には，2回目の情報交換会が開催された。

（2）図書館総合展での広報
　平成 24年 5月 27日には， 図書館総合展運営委員会と
の共催で「図書館総合展フォーラム 2012 in 仙台」を東
北大学川内キャンパスで開催した。テーマは「東日本
大震災とMALUI連携」で，博物館・美術館（Museum），
文書館（Archives），図書館（Library），大学（University），
産業（Industry）のそれぞれが，東日本大震災の記録を
どのように残し，活かしていくかを検討する場となった。
　この時の縁もあり，平成 24年 11月 20日～ 22日に
パシフィコ横浜で開催された第 14回図書館総合展へは，
「震災記録を図書館に」キャンペーンのブースを出展
させて頂いた。図書館関係の方に活動を紹介するため，
各館の資料寄贈依頼のチラシや，収集資料のサンプル
等を展示した。
　また，平成 25年 1月 28日にくまもと森都心プラザ
で開催された，第 6回 日本図書館協会九州地区図書館
の集い／図書館総合展フォーラム 2013 in熊本でも，ブー
ス出展の機会を頂いた。

取りまとめた資料に基づき状況報告をしながら，お互
いに情報交換や質疑応答を行っている。
①　収集済み資料の状況
②　収集範囲の特徴
③　市販資料以外の収集方法
④　収集体制
⑤　収集上工夫している点
⑥　収集上の課題
⑦　一般公開の有無
⑧　デジタル化の実施計画
⑨　データベース化の際の使用項目
⑩　震災関連資料の分類方法
⑪　その他，前回以降の特記事項

　震災記録の収集・公開は，各館の担当者が手探りで
進めているのが実情であり，資料の収集方法や整理・
公開方法について相談できる情報交換の場があるのは
心強い。各館の収集スタンスや取組みは多様であり，
お互いに参考になる部分も多い。
　第 1回の情報交換会の時点では，収集済み資料が数
百冊程度の館が多かったが，各館で資料の収集を地道
に続けた結果，第 4回の際には千冊～数千冊の資料を
収集している図書館もあり，書架の狭隘化を懸念する
ところも出てきている。また，資料の収集範囲につい
ては，東日本大震災の関連資料だけでなく，自然災害
一般を取り扱う館もある。
　さらに，資料の書架での公開に加え，企画展示の開
催や，ブックガイドの作成，ギャラリートークなど，

図書館関係者による震災アーカイブに関するワークショップの様
子（平成 24年 1月 12日　仙台国際センター）
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　（3）取材等
　震災アーカイブの取組みに対しては，平成 25年 1月
8日に大阪のよみうりテレビの取材があった。平成 25

年 2月 8日には「みちのく震録伝」への取材の一環と
して，「震災ライブラリー」の取材があった。
　また，平成 25年の 4月から 6月にかけて実施される
観光キャンペーン「仙台・宮城デスティネーションキャ
ンペーン」で，宮城に観光で訪れた方が震災の記録を
見ることのできる施設として，附属図書館がパンフレッ

4．今後に向けて

　神戸大学附属図書館（当時）の稲葉氏が，阪神・淡
路大震災のアーカイブ活動に関する講演で述べていた
ことの中で，「利活用を常に意識すること」ということ
が記憶に残っている。資料が利活用されるためには，
検索しやすいメタデータの整備や，企画展示など，資
料を取り巻く要素も関係するが，最も重要なのは，利
用する価値のある資料を見極めて，利用できるように
提供し，残していくことだと感じる。そして，その作
業を一過性のものではなく，今後長期に渡って継続し
ていくことが重要である。
　これを実現するには，震災アーカイブの活動をプロ
ジェクト的な活動で終わらせたり，収集した資料を，
節目の日にだけ焦点のあたる特殊コレクションとして
後世に引き継ぐのではなく，今を生きる人達に日常的
に活用してもらえるようにする必要がある。東日本震
災は防災・減災といったテーマだけでなく，あらゆる
分野に影響を与えており，震災に直接，間接に関係す
る資料は「震災ライブラリー」所蔵資料以外にも多数
含まれている。兵庫県立図書館の方から，震災は地域

の歴史の一部として位置付けている，という話を伺っ
たが，必要な資料を必要な方に届けるという図書館の
日常業務の中に，震災資料を位置付けていくことが継
続の鍵だと感じる。
　また，資料を図書館だけで集めることは不可能であ
る。学内で震災に関連する研究を行っている教員はも
とより，東北大学の学生ボランティアを組織している
「東日本大震災学生ボランティア室」や，被災地の復
興に寄与する人材を大学間ネットワークを活かして育
てるために開設された「復興大学」などの組織を通じて，
学生や教員と協力した活動を行うことが欠かせない。
　最後になったが，キャンペーンポスターの制作でお
世話になった saveMLAKの岡本氏，アルファデザイン
の皆様，制作のための義援金を寄付頂いた皆様，図書
館総合展への出展にご協力を頂いた図書館総合展運営
委員会の皆様，資料のご寄贈，電子化及びインターネッ
ト公開にご協力頂いた皆様に感謝を申し上げる。引き
続きご支援とご協力をお願いしたい。
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トで紹介されることになっている。「るるぶ」無料版に
も掲載予定であり，震災記録は観光資源としても注目
を集めているようである。
　ただし，大学図書館として震災アーカイブを公開す
る以上，震災関連資料を単なる観光資源ではなく，大
学の活動を一般の方に知って頂くとともに，市民生活
と大学の研究，教育をつなげる足がかりとしたいと考
えている。




